


























































































































【抜粋】平成 31年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領（平成 31年 12月 14日付） 
７．中学校の英語のうち，「話すこと」に関する問題の実施にかかる特例的な措置 
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４時限目 ５時限目 ６時限目 









































公立 1,062,730人 1,028,203人 1,036,624人 
国立 6,468人 6,273人 6,322人 
私立 12,663人 6,030人 6,668人 









公立 1,002,814人 938,888人 943,028人 
国立 10,698人 9,894人 10,384人 
私立 79,068人 28,588人 29,652人 













































































































































語 句  説       明 













































































































































生徒数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 
977.369人 9.7問/16問 60.3％ 10.0問 4.2 13 問 
 
 
正答数分布グラフ（横軸:正答数，縦軸:生徒の割合）    学習指導要領の領域の平均正答率 
 









数と式  5 64.4 
図形  4 72.9 
関数  3 41.7 
資料の活用  4 56.7 
評価の 
観点 
数学への関心・意欲・態度  0  
数学的な見方や考え方  8 51.6 
数学的な技能  3 64.6 
数量や図形などについての
知識・理解 
 5 71.7 
問題形式 
選択式  5 60.8 
短答式  7 67.2 
































































































































































































































































































































































































































































































「平成○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】解説資料」




















































































１ １ イ，エ と解答しているもの。 62.4 ◎
２ イ と解答しているもの。 15.3
３ エ と解答しているもの。 4.7















本問を使って授業を行う際には，aと bが正の整数のとき，四則計算 a＋ b，a－ b，
a× b ，a÷ b の結果がいつでも正の整数になるかどうかを考察する活動を取り入れること
が考えられる。その際，aと bにどのような正の整数を代入するかによって，計算して得ら
れる結果が正の整数にならない場合があることを見いだすことが大切である。例えば，








































































































































３ １ ７ と解答しているもの。 83.9 ◎
２ ４ と解答しているもの。 8.5




○ 正答率は 83.9％ であり，平行移動の意味を理解していると考えられる。




























































５ －６x など，上記４以外の比例の式を解答しているもの。 11.8
６ x－６ など，上記４，５以外の一次関数の式を解答しているもの。 8.4
７ と解答しているもの。 1.9
８ と解答しているもの。 0.4




○ 解答類型４～６，８の反応率の合計は 24.4％ である。この中には，反比例の関係が
の式で表されることを理解していない生徒がいると考えられる。
解答類型５の中には，「－６x」という解答がみられた。これは，比例定数を－６として





























ができるように指導することが大切である。また，a を比例定数とし，y が x に反比例する



















































































































































６ (1) １ ア と解答しているもの。（本体価格） 3.7
２ イ と解答しているもの。（使用年数） 5.3
３ ウ と解答しているもの。（１年間あたりの電気代） 5.8








































や，点Ｑの x 座標が８であるときの y 座標２０００００は冷蔵庫Ａを「購入し
て８年間使用するときの総費用２０００００円」を表すことを読み取る場面を設定することが考































１ ア (a)について記述しているもの。 11.1 ◎
を (a)についての記述が十分でないもの。
選 （正答例）









７ イ (b)について記述しているもの。 10.7 ◎
を (b)についての記述が十分でないもの。










































































































７ (1) １ ２組の辺とその間の角 と解答しているもの。 76.1 ◎
２ ２組の辺と１組の角 と解答しているもの。 0.9
３ ３組の辺 と解答しているもの。 1.9
４ １組の辺とその両端の角 と解答しているもの。 1.4
５ 直角三角形の斜辺と他の１辺 と解答しているもの。 2.0





































































































































































































































８ (1) １ １ と解答しているもの。 58.6 ◎
２ １１４ と解答しているもの。 5.3
３ ８ と解答しているもの。 1.7
４ １０ と解答しているもの。 3.5
５ ０ と解答しているもの。 0.9



























































１ (a)，(c)について記述しているもの。 0.3 ◎























































































８ (3) １ ア と解答しているもの。（平均値） 14.3
２ イ と解答しているもの。（中央値） 54.1 ◎
３ ウ と解答しているもの。（最頻値） 20.0
４ エ と解答しているもの。（最大値） 7.0












































































０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

































テニス１ ３ １ ０ ５
３０
４０２









ファイル ホーム 挿入 ページレイアウト 数式 データ 校閲 表示




















































































































































９ (1) ① ②
１
２n＋３






























































































４ （正答例） 4.1 ○
・ ５（２n＋５）
５ (a)，(b)のいずれかの記述に誤りがあるもの。 6.6
６ １０n＋２５ (c)，(d)，(e)について記述しているもの。 0.5 ◎
(c)と(d)について記述しているもの。
（正答例）





































































９ (3) １ ア と解答しているもの。 4.3
２ イ と解答しているもの。 5.6
３ ウ と解答しているもの。 11.8
４ エ と解答しているもの。 70.2 ◎




○ 解答類型３と，解答類型５の反応率の合計は 18.0％ である。これらの中には，２n＋４














４（２n＋４）の ２n＋４ が ２n＋３ と ２n＋５ の間にある偶数であることを見いだす
活動が大切である。
（参照）「平成31年度（令和元年度）【中学校】授業アイディア例」P.13～ P.14
‐62‐
本問全体の学習指導に当たって
○ 統合的・発展的に考察することができるようにする
数学の事象から問題を見いだし，数学的な推論などによって問題を解決し，解決の過程や
結果を振り返って，数量や図形などの性質を見いだし統合的・発展的に考察することができ
るようにすることが大切である。
例えば，本問のように，連続する３つの奇数の和，連続する５つの奇数の和，連続する４
つの奇数の和について，中央の数を用いることで連続する奇数の個数が奇数個であろうと，
偶数個であろうとも，同じように成り立つ事柄を見いだし，統合的に考察することが大切で
ある。さらに，対象にする数を奇数にとどまらず整数にまで拡張して統合的・発展的に考察
することも考えられる。
・連続する３つの奇数の和は，中央の数の３倍である。
・連続する４つの奇数の和は，中央の数の４倍である。
・連続する５つの奇数の和は，中央の数の５倍である。
中央の数に着目すると次のようにまとめられる。
・連続する３つの奇数の和は，中央の奇数の３倍である。
・連続する４つの奇数の和は，
・連続する５つの奇数の和は，中央の奇数の５倍である。
連続する奇数の和についてわかったこと
連続する奇数の和について
わかったことをまとめて
みました。
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